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内容要旨 
1．はじめに 
チオレドキシン(TRX)は細胞内レドックス制御に関与する内在性の補酵素
の一種で, 生体を酸化反応から防御する物質である. 
一方, TRXにはアレルギー性炎症疾患の発症や増悪化に寄与している好酸
球等の多核白血球の遊走や活性化を抑制する作用があり、アレルギー性疾
患における TRX の免疫調節作用が注目されている. 
アレルギー性疾患の治療ではヒスタミン H1受容体拮抗薬（以下、「抗ヒス
タミン薬」）が多用されているものの, これらの薬剤が TRX 産生に及ぼす
効果については十分に検討されていない. 
細胞培養実験により TRX 産生に及ぼす抗ヒスタミン薬の効果を検討する
（実験１）とともに, スギ花粉症患者を対象に抗ヒスタミン薬の内服前後
で鼻汁中の TRX 量・過酸化脂質量を測定した（実験 2）. 
2．対象と方法 
実験 1) 
細胞はヒト急性骨髄性白血病細胞株（THP-1細胞）に PMA 刺激を加えマク
ロファージへと分化誘導させたものを使用した. H2O2 と各種濃度のマレ
イン酸クロルフェンラミン(CH), 塩酸フェキソフェナジン(FEX), 塩酸セ
チリジン(CT), 塩酸レボセチリジン(LCT)を加え, 培養上清を採取し
ELISA法で TRX 量を測定した. 
実験 2） 
健常者・非飛散期のスギ花粉症患者（以下、「患者」）・飛散期未治療時の
患者, 治療として塩酸フェキソフェナジンもしくは塩酸レボセチリジン
を４週間臨床用量で内服した患者の鼻汁を採取し、花粉暴露による酸化ス
トレスの指標としての過酸化脂質量及び TRX量を測定した. 
（健常者：n=5 塩酸フェキソフェナジンを内服した患者：n-15 塩酸レボ
セチリジンを内服した患者：n=17） 
  
3．結果 
実験 1) 
H2O2による酸化ストレスの存在下で, 塩酸フェキソフェナジン, 塩酸セ
チリジン, 塩酸レボセチリジンは臨床用量以下の濃度で TRX の産生を有
意に増加させた. 
一方, マレイン酸クロルフェンラミンの添加では TRX 量に有意な変化は
認められなかった.  
実験 2) 
過酸化脂質量に関して） 
健常者と非飛散期の患者鼻汁中では過酸化脂質量に差はなかったが, ス
ギ花粉暴露による酸化ストレス下で患者鼻汁中の過酸化脂質量は有意に
増加した. また, 抗ヒスタミン薬内服によりこの値は低下した. 
TRXに関して） 
非飛散期であっても患者鼻汁中の TRX 量は健常者に比べて少ないこと, 
抗ヒスタミン薬内服後は患者鼻汁中の TRX 量は有意に増加することが確
認された. 
4．考察 
TRXは細胞内の活性酸素種産生を調節することでレドックス制御作用を有
するほか, 免疫調節作用を持つとされている. 
第二世代抗ヒスタミン薬, 特に塩酸フェキソフェナジンや塩酸レボセチ
リジンは、マクロファージなどの炎症細胞から誘導される TRXの産生を増
強しすることで, 酸化ストレスを減少させ, 結果としてアレルギー性炎
症の軽減・症状の緩和に寄与している可能性が示唆された. 
